
教 育 委 員 会 会 議 録 

               平成２８年３月２３日(水) 

 

 

１ 議事日程 

 別紙のとおり 

 

２ 出席した委員 

佐藤元英委員長、松本真理子委員、岩月慎自委員、美里委員、野村道朗教育長 
 
３ 説明のため出席した職員 
岡田信教育次長、溝口正己管理部長、竹下裕隆学習教育部長 
後藤由紀夫生涯学習監、磯谷和明総合教育センター所長、八木亨総務課長 
森繁雄財務施設課長、與語勝廣教職員課長、山﨑眞澄福利課長 
山本雅夫生涯学習課長、荻原哲哉高等学校教育課長、高田和明義務教育課長 
吉田伸一特別支援教育課長、鈴木裕健康学習課長、霊池恵量保健体育スポーツ課長 
橋本礼子教育企画室長、冨田正美文化財保護室長、稲垣直樹総務課主幹 
黒沢正行総務課主幹、安藤昌弘教職員課主幹、鈴村俊二教職員課主幹 
坂川智総務課課長補佐 

 

４ 前回会議録の承認 

佐藤委員長が各委員に諮り、前回の会議録は承認された。 

 

５ 委員長報告 

   な  し 
 

６ 教育長報告 
な  し 

 
７ 議題及び議事の大要 

佐藤委員長が各委員に諮り、第７号議案 平成２８年度教職員定期人事異動につい

て及び第８号議案 平成２８年度事務局等職員の人事については、人事案件であるた

め、非公開において審議することとした。 

第６号議案 愛知県教育委員会事務局組織規則の一部改正について 

八木総務課長が、事務局長の設置等に伴い、規定を整備する必要があるため請

議。 
  佐藤委員長が各委員に諮り、全会一致により原案どおり可決された。 
 
 

午前１０時００分 開会 
午前１０時１３分 閉会 



〔委員の主な意見及び事務局の説明〕 
    （岩月委員） 
      健康学習課が保健体育スポーツ課の課内室になるとのことであるが、もと

もと保健体育スポーツ課は一般のスポーツから学校体育まで所掌範囲が幅広

く、さらに健康学習課のかなり広い所掌事務が加わることとなる。内部の事

務処理を工夫しないと事務が肥大化し滞ることも考えられるが、削減に向け

て工夫していることはあるか。また、今回の見直しに係る利点は何か。 
（八木総務課長） 
  現在健康学習課が所掌している学校保健、学校安全と保健体育スポーツ課

が所掌している学校体育とは密接な関係があることから、課内室化すること

でより連携を密にするという意図がある。もう１点については、健康学習課

が行っていた教職員に係る健康審査等を関連性の高い福利課に移管するなど、

事務の整理や統合を含めて保健体育スポーツ課として事務分担が過大になら

ないようにしている。 
（岩月委員） 

保健体育スポーツ課、健康学習課ともに守備範囲が広いため、事務が繁雑

になることが予想される。事前に十分な対応をしてほしい。職制の見直しに

ついて、新しい役職ができることによって、事務手順が増えることになって

しまうのではないか。 
（八木総務課長） 
  新教育長のサポート体制を整えていくため、従来の教育次長が事務局を総

括する事務局長という位置付けとなり、職責が増すことに伴い、事務局長を

補佐し、事務局全体を見る者として次長兼管理部長を置くこととした。事務

手順は増えることとなるが、従来の管理部長も行政職の立場から学校教育分

野についての相談を受けているため、臨機応変に対応できると思っている。 
（岩月委員） 

新教育長は責任も重くなり仕事も増えるため、事務局長を置き、事務局を

総括していくことは良いと思う。今までと同様に事務を行うと教育長の負担

が重くなるため、流れが上手くいくように考えていただきたい。 
第７号議案 平成２８年度教職員定期人事異動について 

非公開において審議されたため、愛知県教育委員会会議規則第１６条第３項の

規定により、会議録は別途作成。 
第８号議案 平成２８年度事務局等職員の人事について 
非公開において審議されたため、愛知県教育委員会会議規則第１６条第３項の

規定により、会議録は別途作成。 
 
８ 通信及び請願 
   な  し 
 
 



９ 自由討議 
な  し 

 
10 その他 
傍聴人 １名


